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パブリックコメント実施結果について

１ 意見募集期間 平成２９年１０月４日（水）～１０月３１日（火）

２ 提出意見数 １３人、２１件（うち１件は同内容のため実質２０件）

３ 意見要旨及び京都府の考え方

項目 意見の要旨 府の考え方

プラン全体

○従来の取組との違いが分かり

づらく、様々な名称の人や組織

が増えると地域が混乱するの

ではないか。

□御意見を踏まえ、「命の里」に

取り組む地域においては、従

来の取組との選択ができる仕

組みを検討してまいります。

○特定の地域や集落だけではな

く、様々な地域や集落が取り組

めるような工夫をしてほしい。

□御意見を踏まえ、従来の「命

の里」事業実施地区だけでな

く、過疎高齢化集落を含む地

域が広く対象となるよう、制

度を検討してまいります。

○農村コミュニティの存続が難

しくなってきている現状から、

各関係機関の協力を得ること

が必要であるとともに、京都ら

しさをいかした活動の実現が

理想。

□御意見のとおり、近隣に多く

の企業や大学が立地し、多様

な人材が存在している京都の

強みをいかし、市町村とも連

携して、「農村コミュニティ推

進組織」を支援することを記

載しています。

○農村地域・集落を守ることは、

都市住民にとっても大切なこ

とであり、過疎化が加速してい

る今、早めの力強い支援をお願

いしたい。

□御意見を踏まえ、本プランに

基づく施策の具体化と早急な

実施に努めてまいります。

○短期の山村留学など、小中学生

が気軽に田舎の生活を体験で

きるようにしてはどうか

□御意見を踏まえ、施策の実施

にあたっては、多様な主体が

参画しやすい仕組みを検討し

てまいります。

○農村地域が活性化する取組み

だと思う。今の子ども達は田舎

がない子も多く、自然の中で遊

□御意見のとおり、子どもたち

の農村での自然体験は非常に

重要であり、今後も取組みを
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ぶことが減っており、そういう

子ども達も遊びに行けるよう

な施設等あればと思う。

行う地域を支援していくこと

とします。

○地域の維持・活性化も必要だ

が、人口減少の中で全てを維持

するのではなく、あきらめるこ

とは何かを明確にするため、地

域の「終活」を考えることも必

要ではないか。

□御指摘の面も含め、各地域の

将来像は、当該地域において

しっかり話し合っていただく

ことが何より重要だと考えま

すが、本プランでは、食料供

給のみならず防災機能の発揮

などで府民生活を支える農村

の存続が危ぶまれる中、その

維持・発展に取り組もうとす

る地域を支える視点で策定す

るものです。

○今後、農業は AI や IoT の発展

により、省力化とともに、生産

性向上も見込まれる。企業が収

益事業を行う主体として参入

しやすいように特区申請を行

い、地域の強み（特産品）をい

かした農業経営をすることで、

雇用を生み出す必要があるの

ではないか。

□御意見の通り、農村集落の担

い手が減少する中、生産性向

上に資する ICT 等の新技術の

導入は重要であり、本プラン

でも具体の施策を記載し、積

極的に取り組む考えです。

□また、本プランに基づく地域

独自の強みを生かした「なり

わい」の創出支援とともに、

引き続き農業生産や６次産業

化等への支援を講じること

で、地域に雇用と賑わいを創

出してまいります。

○「命の里」事業は継続して欲し

い。公共員の数が少ないと思

う。

□御意見については、本プラン

で掲げているとおり、持続的

かつ自立的な組織体制の構築

とあわせ、組織の活動支援や

「命の里」事業で実施してき

た「里の公共員」など農村へ

の人的支援についても検討し

ているところです。

問題意識

１ 背景

○過疎・高齢化集落が直近５年で

倍増した要因や京都府の傾向

□御意見も踏まえ、本プランに

基づく施策の具体化に当たっ
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をしっかりと分析することが

必要。

てはしっかりと現状分析を行

い、制度を検討してまいりま

す。

新規施策（制度）の

スキーム（全体）

○農村地域には日本の未来への

ヒントがたくさん眠っていま

す。課題解決だけでなく、未来

づくりに向けた技術導入を、小

さな地域でこそ実験的に実施

できればと思う。

・モデルコミュニティ構築

・働き方改革、新しい働き方

・ドローンを使ったスマート物

流改革

など都市部の課題解決に向け

た地域での模索も地域、都市部

共に元気になれる施策だと思

う。

□本プランは、農村部が特に都

市部に先駆けて人口減少や過

疎・高齢集落の増加等が深刻

なことを踏まえて策定してお

り、御意見の点については、

持続的なコミュニティ組織体

制の構築、生産性向上に資す

る ICT 等の新技術の導入等を

進めることとしています。

○新たな農村コミュニティーづ

くりについて

農村コミュニティーの原点は

「集落への愛着と人の確保」で

あり、農山村を維持するために

必要なのは「地域住民の意欲、

就労の場（定住・移住）、U タ

ーン、週末帰農、地域外人材の

活用と情報発信」。

他地域の成功事例を参考に、地

域での就労の場、移住情報、求

める人材などをパッケージで

情報発信・交流することが必

要。また、命の里などの地域に

応じた小さな取組から地元出

身者や地域外人材を巻き込み

発展することや、市町村や府に

よる地域での細かい受け入れ

対策、一歩踏み出すきっかけと

なる支援策が必要。

□御意見のとおり、本プランで

は、「命の里」事業の成果等を

踏まえ、他県の先進的な活動

地域も参考としながら、地域

全体で危機感や現状認識を共

有し、住民自ら課題に取り組

む意識を醸成するとともに、

地域外の者も含め、多様な組

織・人材を取り込みながら活

動を展開するための支援策に

ついて検討しています。
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めざす農村集落の姿

（１）地域の課題や

ポテンシャルを踏

まえた、地域の方

向性を示すビジョ

ンの策定

○地域の女性が参加しやすい仕

組みを作ることが重要

□御意見のとおり、ビジョンの

作成にあたっては、女性や若

者の参画が重要であると考え

ており、本プランの中でも地

域の役割として位置付けてい

ます。

□御意見を踏まえ、施策の実施

にあたっては、多様な主体が

参画しやすい仕組みを検討し

てまいります。

○わかりやすく夢のあるビジョ

ンの作成を希望する。会議には

女性・若者の参加が望ましい

が、現状では難しいため、ビジ

ョンを作成する際の会議の望

ましい構成例を示すのはどう

か。

○農村地域は、昔ながらのお互い

様精神、コミュニティの原型を

とどめており、これからの日本

の未来を示唆する理想（モデル

コミュニティ）が眠っている。

その良さを失わないためにも、

都市部の成功モデルを無理に

農村部に押しつけるのでなく、

都市の良さを地域が学び、地域

の良さを都市が学ぶ、双方が対

等の関係が築ける連携協働型

農村コミュニティ（お互い様）

アクションプランが描けるよ

うに願っている。

□御意見のとおり、地域と都市

部が協働していくことが重要

であると考えており、本プラ

ンでも地域と地域外組織それ

ぞれの役割を位置付け、双方

の交流と連携によりコミュニ

ティが構築できるよう、施策

を推進してまいります。

めざす農村集落の姿

（２）事業計画を企

画・実行する「農

村コミュニティ推

進組織」の構築

○補助金依存に陥らないため、実

施と評価がセットで回ってい

る仕組みづくりが必要。また、

２階の「なりわい」事業は、自

立運営が可能なものだけが残

るのでよいのではないか。

□御意見のとおり、本プランで

は地域が持続的かつ自立的に

継続していくことを目的とし

ており、施策の具体化に当た

っては、地域ごとの実績を踏

まえつつ、一定の期間に集中

的に支援していく仕組みを検

討してまいります。

○組織の円滑な運営には、組織を

引っ張り責任を持つ「リーダ

ー」、内外をつなぐ「コーディ

ネーター」、内外から支援する

「サポーター」が欠かせない要

□組織の人材確保・育成は農村

地域の重要な課題であり、御

意見を踏まえ、本プランの中

でも行政、農村コミュニティ

協働支援センターの役割とし
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素だと思う。また、公共員は、

仕組みづくりのほかに、情報の

発信・受信、交流など、内外を

つなぐ「コーディネーター」と

しての役割も重要。リーダーも

コーディネーターも、地域地域

に適正に配置するには数が必

要で、育成、継承が鍵になると

思う。「リーダー」「コーディネ

ーター」「サポーター」育成、

継承の施策は引き続き重点的

にお願いしたい。

て記載いたしました。

めざす農村集落の姿

（３）地域外の組織

と協働する「農村

応援隊協定」の締

結

○大学や留学生、外国人観光客が

多い京都の強みをいかした、具

体的な取組みを検討してほし

い。

□御意見を踏まえ、近隣に多く

の企業や大学が立地し、多様

な人材が存在している京都の

強みをいかし、多様な地域外

人材を地域に取り込むことが

できるよう「農村コミュニテ

ィ協働支援センター」の仕組

みを記載いたしました。

○農村応援隊の取組は、担い手不

足の補完として大変期待がで

きる。国民の平均寿命、健康寿

命が伸びる中、65 歳定年後 10

年から 20 年は農村を支援する

力があり、ボランティア意識が

高い層が多く、人材の組織化や

農作業に協力してもらうこと

も有効だと考えられる。

□「農村応援隊」については、

企業、NPO、大学等の組織に、

地域の担い手として様々な地

域活動に参画してもらうこと

を考えており、御意見のよう

な各組織におけるＯＢ・ＯＧ

の活用も含め、意欲ある人材

を掘り起こし、連携していき

たいと考えています。

めざす農村集落の姿

（４）地域コミュニ

ティの一員となる

地域外住民「参加

型住民（仮）」の取

り込み

○地域の構成員として、人材が不

足している中、地域の活性化の

ため、域外からの参加者が、地

元の人と一緒に地域行事や農

作業、新しい産品づくり、観光

商品づくり等に関わってもら

えるような仕組みづくり、支援

策が必要だと思う。

□御意見も踏まえ、本プランで

掲げている地域外の「参加型

住民」の参画を促すための支

援を検討しています。


